
○富山市猿倉山森林公園条例 

平成１７年４月１日 

富山市条例第２１１号 

改正 平成１７年９月３０日富山市条例第３４７号 

平成２６年３月２８日富山市条例第４号 

平成２６年９月２９日富山市条例第５１号 

平成３１年３月２６日富山市条例第９号 

（設置） 

第１条 森林の有する保健休養機能を確保し、及び増進するとともに、

市民の健康増進と情操の純化を図るため、富山市猿倉山森林公園（以

下「公園」という。）を設置する。 

（位置） 

第２条 公園の位置は、富山市舟倉４６番地とする。 

（施設） 

第３条 公園に次に掲げる施設を置く。 

(1) キャンプ場 

(2) 前号に掲げるもののほか、第１条の目的を達成するために必要な

施設 

（指定管理者による管理） 

第３条の２ 市長は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４

条の２第３項の規定により、法人その他の団体であって市長が指定す

るもの（以下「指定管理者」という。）に公園の管理を行わせるもの

とする。 

（指定管理者が行う業務） 

第３条の３ 前条の規定により指定管理者に行わせる管理の業務は、次

のとおりとする。 

(1) 公園の施設及び附属設備等の維持管理に関する業務 

(2) 第３条第１号に掲げる施設の使用の承認に関する業務 



(3) 第１４条の規定による許可に関する業務 

(4) 別表に掲げる施設の使用料の徴収に関する業務 

(5) 前各号に掲げるもののほか、公園の管理に関し市長が必要と認め

る業務 

（休場日） 

第３条の４ キャンプ場の休場日は、１１月の第２日曜日の翌日から翌

年の４月２８日までの日とする。ただし、指定管理者は、特に必要が

あると認めるときは、市長の承認を得て、臨時にこれを変更すること

ができる。 

（使用の承認） 

第４条 第３条第１号に掲げる施設を使用しようとする者は、あらかじ

め、指定管理者の承認を受けなければならない。 

２ 前項の承認には、公園の管理上必要な条件を付することができる。 

（使用の不承認） 

第５条 指定管理者は、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、

施設の使用を承認しないものとする。 

(1) 公の秩序を乱し、又は善良な風俗を害するおそれがあるとき。 

(2) 施設又は附属設備等を損傷するおそれがあるとき。 

(3) 前２号に掲げるもののほか、公園の管理上特に支障があるとき。 

（使用の承認の取消し等） 

第６条 指定管理者は、第４条の規定により使用の承認を受けた者（以

下「使用者」という。）が次の各号のいずれかに該当すると認めると

きは、使用の承認を取り消し、又は使用を制限し、若しくは停止する

ことができる。 

(1) この条例又はこの条例に基づく規則に違反したとき。 

(2) 偽りその他不正の手段により使用の承認を受けたとき。 

(3) 第４条第２項の規定による承認の条件に違反したとき。 

(4) 前条各号のいずれかに該当するに至ったとき。 



２ 前項の規定の適用により使用者が損害を受けても、指定管理者はそ

の賠償の責めを負わない。 

（使用料） 

第７条 別表に掲げる施設を使用しようとする者は、同表に定める額の

使用料を納付しなければならない。 

２ 使用料は、使用の際納入するものとする。 

（使用料の減免） 

第８条 市長は、公益上必要があると認めるときは、使用料を減免する

ことができる。 

（使用料の還付） 

第９条 既納の使用料は、還付しない。ただし、次の各号のいずれかに

該当するときは、使用料の全部又は一部を還付することができる。 

(1) 使用者の責めに帰することができない理由により使用ができな

かったとき。 

(2) 前号に掲げるもののほか、市長が必要と認めるとき。 

（使用権の譲渡等の禁止） 

第１０条 使用者は、使用の権利を他人に譲渡し、又は転貸してはなら

ない。 

（特別の設備） 

第１１条 使用者は、施設に特別の設備をし、又は変更を加えようとす

るときは、あらかじめ、指定管理者の承認を受けなければならない。 

（原状回復） 

第１２条 使用者は、使用を終了したとき（第６条第１項の規定により

使用の承認を取り消されたときを含む。）は、直ちに施設を原状に回

復しなければならない。 

（損害賠償） 

第１３条 施設又は附属設備等を損傷し、又は滅失した者は、これを原

状に回復し、又はその損害を賠償しなければならない。 



（行為の制限） 

第１４条 公園において、物品の販売その他これに類する行為をしよう

とする者は、指定管理者の許可を受けなければならない。 

（行為の禁止） 

第１５条 公園においては、次に掲げる行為をしてはならない。 

(1) 施設を損傷し、又は汚損すること。 

(2) 竹木を伐採し、又は植物を採取すること。 

(3) 前２号に掲げるもののほか、指定管理者が公園の管理に支障があ

ると認める行為をすること。 

（委任） 

第１６条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成１７年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の日の前日までに、合併前の大沢野町森林公園条例

（昭和５８年大沢野町条例第３号）及び猿倉コミュニティーセンター

設置条例（昭和６２年大沢野町条例第１８号）の規定に基づきなされ

た処分、手続その他の行為は、それぞれこの条例の相当規定によりな

されたものとみなす。 

附 則（平成１７年９月３０日富山市条例第３４７号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成１８年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の日の前日までに、この条例による改正前の富山市

猿倉山森林公園条例第４条第１項若しくは第１４条の規定によりした

承認若しくは許可又はこれらの規定によりされた承認若しくは許可の

申請は、この条例による改正後の富山市猿倉山森林公園条例第４条第



１項若しくは第１４条の規定によりした承認若しくは許可又はこれら

の規定によりされた承認若しくは許可の申請とみなす。 

附 則（平成２６年３月２８日富山市条例第４号）抄 

（施行期日） 

１ この条例は、平成２６年４月１日から施行する。 

附 則（平成２６年９月２９日富山市条例第５１号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成３１年３月２６日富山市条例第９号）抄 

（施行期日） 

１ この条例は、平成３１年１０月１日から施行する。 

別表（第３条の３、第７条関係） 

種別 単位 金額（円） 

キャンプ場 １人につき１日 １００

附属設備 規則で定める額 

 


